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平成10年 

人口と世帯 

、
 

齢 
『暑配嗣 

霧す留』 

ーーー発 

例
年
に
な
い
交
通
事
故
の
多
発
に
対
し
、
市
内
各
所
で

交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

九
月
三
＋
日
に
は
市
内
松
島
団
地
の
五
所
川
原
温
泉
ホ

テ
ル
前
に
お
い
て
、松
島
町
八
丁
目
婦
人
部
（
新
岡
み
よ
志

会
長
、
会
員
＋
八
名
）
と
中
央
小
学
校
の
六
年
生
ニ
十
七

名
が
五
所
川
原
警
察
署
、
五
所
川
原
交
通
安
全
協
会
と
合

同
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

配
布
さ
れ
た
犬
の
マ
ス
コ
ッ
ト
百
三
十
個
は
、
輪
禍
撲

滅
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
婦
人
部
の
会
員
に
よ
る
手
作
り

で
、
子
供
達
の
手
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

松
島
団
地
駐
在
所
 

田
村
繁
徳
巡
査
部
長
か
ら
一
言
  

「交
通
事
故
の
七
割
は
交
差

点
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
 

信
号
無
視
や
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
は
、
必
ず
や
め

ま
し
よ
う
」
 

、“．．ーー 
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市長よ肌弘謝状を贈i" 
‘「一 ‘森者 a弘2 

奨励賞を受けたーツ
子ども会の竹谷望 

十
月
一
日
、
市
内
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
 

ト
五
所
川
原
に
お
い
て
、
市
に
対
し
て

多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
に
、
成
田

市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

や
福
祉
・
公
共
施
設
の
充
実
、
美
術
館

建
設
促
進
期
成
会
な
ど
の
多
方
面
に
九

十
五
件
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

特
に
今
年
八
月
に
出
陣
し
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
反
響
を
得
て
い
る
立
侯
武
多

に
は
七
十
四
件
も
の
寄
付
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
 

式
の
中
で
成
田
市
長
は
 
「い
た
だ
い

た
寄
付
は
ご
意
志
が
十
分
活
か
さ
れ
る

よ
う
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
、
寄
付
者
に
対
し
感
謝
の
意

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

九
月
二
十
七
日
、
市
中
央
公
民
館
に

お
い
て
五
所
川
原
市
子
ど
も
会
育
成
団

体
連
合
会
（
蝦
名
昭
雄
会
長
）
の
創
立

三
十
五
周
年
記
念
式
典
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

式
で
は
 
「子
ど
も
会
は
親
と
子
の
会

で
あ
り
、
少
子
化
だ
か
ら
こ
そ
親
子
で

参
加
で
き
る
子
ど
も
会
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
蝦
名
会
長
が
挨
拶
し
た
後
、
 

積
極
的
に
参
加
し
リ
ー
ダ
ー
的
な
行
動

で
子
ど
も
会
を
推
進
し
た
子
ど
も
達
や

育
成
者
に
顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
会
は
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
に

西
北
五
地
区
で
先
駆
け
て
結
成
さ
れ
、
 

現
在
は
「
楽
し
い
子
ど
も
の
集
い
」
「ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
 
な
ど活
発

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
 

一
 

日
立
津
軽
工
場
が
 

環
境
ー
S
0
 

を
取
得
 

県
・
市
の
誘
致
企
業
で
あ
る
日
立
東

部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
（
株
）
津
軽
工
場
 

（
常松
政
養
取
締
役
工
場
長
）
が
、
環

境
保
全
に
関
す
る
国
際
規
格
「
I
s
O
 

l
4
o
o
l
」
の
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。
 

「
I
s
〇
1
4
o
o
l
」
（
通称
、環
境
 

I
s
〇
）
は
工
場
等
の
地
球
環
境
へ
の

配
慮
、
対
策
を
規
定
し
た
国
際
規
格
で
、
 

環
境
保
護
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
現
在
で
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
で
不
可

欠
な
認
証
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

同
工
場
で
は
二
年
前
か
ら
認
証
取
得

の
準
備
に
取
り
か
か
り
、
市
内
で
は
初

め
て
、
県
内
で
も
三
番
目
の
取
得
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
高
校
定
時
制
の
生
徒
が
、
 

定
時
制
五
十
周
年
を
記
念
し
て
 
「夜
の

子
供
た
ち
」
 
と
題
した
作
品
集
を
発
表

し
ま
し
た
。
 

同
校
の
市
田
勝
一
郎
教
諭
が
、
生
徒

達
に
「
知
る
こ
と
の
喜
び
、
学
問
へ
の

ロ
マ
ン
」
 
「現
実
生
活
を
掘
り
さ
げ
る

た
め
、
学
間
の
必
要
性
」
を
感
じ
て
欲

し
い
と
の
趣
旨
で
製
作
し
た
も
の
で
、
 

十
二
名
の
生
徒
の
三
十
一
作
品
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
の
作
品
は

生
徒
の
実
感
が
表
現
さ
れ
、
若
者
ら
し

い
感
性
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

△
▽
 
作
”
 
ロ
叩
 

〇
雨
上
が
り
郭
公
の
声
バ
イ
ク
音
 

一
一年
 
福
井
千
詠
子
 

〇
も
う
す
ぐ
だ
 

海
が
メ
イ
ン
の
夏
が
来
る
 

一
一年
 
渡

辺
 
利
彦
 

〇
君
と
見
し
虹
の
よ
う
な
る
青
春
を
 

閉
ざ
さ
ん
た
め
飲
む
 

夜
の
カ
フ
エ

・
オ
レ
 

一
一年
 
加
藤
 
恭
代
 

紹
 

A
n

△
▽
 

〇
さ
っ
き
言
っ
た
言
葉
で
す
ら
 

忘
れ
て
し
ま
う
世
の
中
だ
か
ら
 

信
じ
ろ
な
ん
て
あ
て
に
な
ら
な
い
 

こ
う
し
て
い
る
間
に
 

増
え
て
い
く
だ
ろ
う
？
 

ウ
ソ
で
固
め
ら
れ
た
言
葉
た
ち
が

・
・
・
 

二
人
で
秘
密
の
言
葉
を
作
ろ
う
 

ウ
ソ
か
本
当
か
 

み
わ
け
る
た
め
に

：
・
 

こ
の
言
葉
で
す
ら
ウ
ソ
か
も
し
れ
な
い
 

信
じ
る
こ
と
を
忘
れ
た
ま
ま
に
 

大
人
に
な
ん
て
な
り
た
く
な
い

・・
・
 

一
一年
 
工
藤
 

美
穂
 

高
額
寄
付
者
に
 

市
こ
ど
も
会
育
成
団
体

市
長
か
ら
感
謝
状
を
 

連
合
会
が
創
立
一
一
干
五

贈
呈
 

周
年
を
迎
え
ま
した
 

常松工場長（右）と 
佐野生産技術部長（左） 
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長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
 

市
老
人
福
祉
大
会
 

稲
わ
ら

の
有
効
活
用

を
ノ

・
 

稲
わ
ら
焼
却
防
止
 

巡
回
指
導
 

十
月
七
日
、
五
所
川
原
市
、
北
地
方

農
林
事
務
所
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
 

ー
等
が
合
同
で
稲
わ
ら
焼
き
防
止
の
た

め
市
内
水
田
地
帯
か
ら
金
木
町
ま
で
を

巡
回
指
導
し
ま
し
た
。
 

稲
わ
ら
焼
却
は
そ
の
煙
で
地
域
住
民

の
健
康
（
の
害
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
界

を
遮
り
交
通
事
故
に
「
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
な
ど
そ
の
有
害
性
が
取
り
ざ
た
さ

れ
る
一
方
で
、
堆
肥
生
産
や
す
き
込
み

等
、
稲
わ
ら
の
有
効
活
用
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
 

巡
回
指
導
で
は
、
広
報
車
か
ら
の
P
 

R
や
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、
 

わ
ら
焼
き
の
煙
根
絶
に
農
家
（
の
理
解

を
求
め
ま
し
た
。
 

九
月
二
十
九
日
、
第
三
＋
五
回
五
所

川
原
市
老
人
福
祉
大
会
が
市
民
体
育
館

で
開
か
れ
、
九
十
五
歳
以
上
の
三
十
」
1
 

名
と
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
九
十
七

名
の
お
年
寄
り
に
対
し
、
顕
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
「
市
で
は
百
歳
を
迎
え

ら
れ
た
長
寿
者
に
百
万
円
の
お
祝
い
金

を
贈
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
の
で
、
今

後
ま
す
ま
す
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
挨
拶
し
、顕
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
高
揚
、
ま
た
長

年
老
人
福
祉
の
推
進
に
功
績
の
あ
「
た

方
々
（
の
顕
彰
な
ら
び
に
表
彰
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

＠
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

〇
大
和
山
松
緑
神
道
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ

ー

H
 
三
十
万
円
。
 

〇
囲
小
田
島
医
薬
店
五
所
川
原
営
業
所

（
太
田代
吉
美
所
長
）
H

寄
贈
（
車椅
 

子
一
台
）
。
 

〇
五
所
川
原
印
刷
囲
（
佐
々
木
孝
昌
代
表
取
締
役
）
H

七
万
六
千
百
一
円
 

（
親
善
ゴル
フ
コ
ン
ぺ
益
金
か
ら
）
。
 

〇
同
不
一
一屋
製
菓
（
坂
本
憲
昭
代
表
取
締
役
）
H

一
一十
万
円
。
 

〇
球
友
会
（
島
村
新
生
会
長
）
目
一
一
万
三
千
円
。
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋
谷
敏
 
税
理
士
）
目
十
九

万
円
。
 

〇
東
北
電
力
検
集
労
働
組
合
弘
前
分
会
女
性
委
員
会
（
村
上
信
子
代
表
）
目
寄
 

贈

（
タ
オル
七
十
五
本
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ぺ
し
ハ
ー
五
十
箱
）
。
 

〇
第
ニ
回
勤
労
協
ま
つ
り
（
加
藤
誠
一
会
長
）
目
一

万
円
。
 

〇
鶴
谷
ヤ
ナ
さ
ん

（布
屋
町
二
九
）
H

一
一一
十
万
円
。
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
菊
地
昭
吉
さ
ん
（下
平
井
町

一
四
二

）
H
寄
贈
（利
用
者
の
送
迎
バ
ス
の
踏
み
 

台
三
個
、
整
理
箱
一
個
、
杖
用
立
て
掛
け
五
個
、
ゴ
ミ
箱
十
個
、
血
圧
計

・
 

・

聴
診
器
入
れ
一
個
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
ト
ラ
ン
プ
立
て
二
個
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
（
 

〇
復
明
堂
眼
科
医
院

（三
上
克
代
さ
ん
）
H

寄
贈

（
掛布
団
五
枚
、
毛
布
丹
前

一枚
、
敷
布
十
一
枚
、
座
布
団
十
五
枚
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
二
枚
、
タ
オ
ル
百

五
十
枚
、
バ
ス
タ
オ
ル
二
十
枚
、
夏
掛
布
団
五
枚
、
石
鹸
及
び
石
鹸
箱
二
十

箱
）
。
 

〇
さ
つ
き
保
育
園
（
木
村
京
子
代
表
）
H

慰
問

（園
児
百
五
十
名
に
よ
る
遊
戯
 

・

楽
器
演
奏
披
露
）
。寄
贈

（
お
菓子
数
五
十
個
）0
 

〇
七
ッ
館
小
学
校
（
派
谷
隆
雄
代
表
）
目
慰
問

（
五
・
六
年
生
に
よ
る
獅
子
舞
 

披
露
）
。
 

＠
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
（
 

〇
鶴
谷
ヤ
ナ
さ
ん
（
布
屋
町
一
一
九）
目
 
五
十
万
円
。
 

「鶴
谷
ヤ
ナ
さ
ん
（
写
真
中
央
）
」
 

「五
所
川
原
印
刷
岡
の
 

佐
々
木
孝
昌
代
表
取
締
役
」
 

  

五所川原市役所 公35-2111 3 平成10年10月15日 

 

ど

う
も

あ

り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
し

た
。
 



齢 

高
 

社 

九
月
五
日
か
ら
十
四
日
の
十
日
間
、
 

県
の
女
性
海
外
派
遣
事業
に
参
加
し
北

欧
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
女

性
問
題
担
当
課
・
小
学
校
・
老
人病
院

な
ど
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
 

今
回
は
現
在
日
本
国
内
でも
問
題
と

な
っ
て
い
る
少
子
化
を
、
視
察
し
た
国

々
が
ど
の
様
に
対
処
し
克
服
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
、北
欧
諸
国
の
社
会
性
も

踏
ま
え
な
が
ら
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

「ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
元
オ
ス
口
市
長
、
セ

イ
ボ
ネ
ス
さ
ん
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
女
性
政
策
の

現
状
を
聞
く
。」
 

〇
高
度
な
医
療
、福
祉
、
教
育
サ
ー
ビ

ス
が
無
料
あ
る
い
は
ほ
ぼ無
料
で
受

け
ら
れ
る
。
 

〇
女
性
が
国
会
、
県
・
市
議
会
で
議
席

数
の
三
分
の
ー
を
占
め
、
就
労
率
は

八
割
以
上
。
 

〇
労
働
組
合
の
組
織
率
が
八
十
％
と
高

く
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
有
給
休
暇

な
ど
の
雇
用
者
の
労
働
条
件
が
厳
し

く
守
ら
れ
て
い
る
。
 

〇
高
齢
者
の
人
口
率
が
高
く
、
高
齢
者

福
祉
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
 

〇
労
働
者
に
合
わ
せ
て
（
朝
六時
か
ら

な
ど
）
保
育
園
を
利
用
で
き
る
。
 

な
ど
が
主
だ
っ
た
類
似
点
で
す
。
 

し
か
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
年
金
の

財
源
は
雇
用
者
と
雇
用
主
の
保
険
掛
け
 
 金

に
求
め
、
公
共
部
門
に
お
い
て
は
四

分
の
ー
が
女
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ク
ォ
ー
タ

ー
制
が
法
律
化
さ
れ
て
い
る

一
方
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
年
金
の
財

源
を
租
税
に
求
め
、
ク
ォ
ー
タ

ー
制
が

明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
相
違
点

も
見
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
 
「女
性
の

再
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま

し
た
。
資
格
取
得
や
職
種
変
更
の
た
め

に
は
奨
学
金
制
度
を
利
用
で
き
た
り
、
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
女
性
を
参
加
さ
せ
る

と
い
っ
た
独
自
の
政
策
も
あ
り
ま
す
。
 

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
 

少
子
化

へ
の
取
り
組
み
 

今
日
本
で
は
合
計
特
殊
出
生
率
（
一

九
九
七
年
現
在
）
が
一
・
三
九
に
下
が

り
、
現
在
の
人
口
を
将
来
も
維
持
す
る

の
に
必
要
な
水
準
で
あ
る
出
生
率
二
・

〇
八
に
は
遠
く
及
ば
ず
、年
金
や
医
療
、
 

福
祉
等
の
財
政
確
保
の
面
で
、
将
来
の

世
代
に
か
か
る
負
担
は
深
刻
な
も
の
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
今
の
日
本
と
同

じ
状
況
を
一
九
六〇
年
代
に
経
験
し
て

お
り
、
 視
察
先
の
女
性
問
題
担
当
者
が
 

「福
祉
は
勿
論
大
事
だ
が
、
若
い
人
達

が
住
み
良
く
な
い
と
出
生
率
が
低
下

し
高
齢
社
会
を
支
え
る
こ
と
が
出
来
な

い
」
と
力
説
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
言

葉
に
、
北
欧
諸
国
が
女
性
支
援
に
予
算
 
 を

使
う
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

「日
本
か
ら
の
お
み
や
げ
に
喜
ぶ
、
デ

ン
マ

ー
ク
の
保
育
園
児
達
。
デ
ン
マ
 

ー
ク
の
保
育
園
は
個
性
を
伸
ば
そ
う

と
年
齢
に
よ
る
ク
ラ
ス
分
け
がな
い
」
 

少
子
化
の
原
因
と
言
わ
れ
る
晩
婚
化

の
進
行
と
未
婚
率
の
上
昇
は
、女
性
の

場
合
、
育
児
や
仕
事
と
の
両
立
の
負
担

感
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
デ

ン
マ
ー
ク
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
育

児
休
暇
は
父
親
・
母
親
共
に
一
年
六
カ

月
（
有
給
）
、民
間
企
業
の
復
職
も
き
ち

ん
と
法
律
で
守
る
こ
と
で
改
善
善
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
 

女
性
が
働
く
こ
と
で
労
働
人
ロ

・
納

税
者
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の

納
税
者
と
な
り
高
齢
者
を
支
え
る
世
代

を
育
成
す
る
環
境
作
り
と
な
る
女
性
支

援
に
予
算
を
使
う
こ
と
は
、
将
来
を
見

越
し
た
負
担
で
あ
り
、
大
切
で
あ
る
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
施
策
 
 に

よ
り
デ
ン
マ
ー
ク
の
出
生
率は
一
時

4
 

一
・
三
八ま
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
が
、
 日
 

一
・
〇
にま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
 
郎
 

日
本
に
お
け

る
 

m
 

女
性
の
こ
れ

か
ら
 

執
 

日
本
で
も
少
子
化
へ
の
取
り
組み
は
 

デ
ン
マ
ー
ク
と
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
 1
 

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
 

2
1
 

つ
ま
り
女
性
の
社
会
進
出
と
出
産
・
 3
5
 

育
児
へ
の
援
助
で
す
o
家
庭
に
お
い
て
 
公

も
女
性
だ
か
ら
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
 所
 

霧
競
舞
藻
課
競
 

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
 引
 

奮

が
職
場
や
割
を
勲

出
し
。い
晴
 

く
こ
と
が
今
一
番
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

意
志
決
定
の
場
へ
参
加
し
、
発
言
し

政
策
議
題
を
提
案
で
き
る
力
を
女
性
が

養
う
一
方
で
、
男
性
も
そ
う
し
た
女
性

に
対
し
理
解
し
、
協
力
し
て
い
く
こ
と

で
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
福
祉
内
容

や
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
て
い
き
ま
す
。
 

視
察
 
を

通
 
じ
 て
 

行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
少
子
高

齢
化
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
年
金
、
 

医
療
保
険
の
制
度
運
営
に
支
障
が
出
て

く
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
住
民
に
対
す

る
情
報
提
供
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
心
掛
け
て
、
職
務
に
つ
く
こ
と
を
改

め
て
決
意
し
ま
し
た
。
 

割
 

  

女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
た
 

ま
ち
づ
く
り
を
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 
佐
藤
 
寿
美
子

北
欧

の
社

会

性
 

北
欧
は
社
会
的
に
も
政
治
的
に
も
数

々
の
共
通
し
た
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

今
で
こ
そ
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
国
で
す

が
、
も
と
も
と
は
ー
つ
の
国
だ
った
こ

と
も
あ
り
、
同
じ
文
化
と
歴
史
的
背
景

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
 【

 

,
 



毘
沙
門
長
富
地
区
住
民
協
議
会

容
（3
6)2
0
1
3
 毘
沙
門
支
所
 

●

1
1月
2
日
月
5
3
日
因
 

毘
沙
門
長
富
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
 

セ
ン
タ

ー
 

当
地
区
総
合
文
化
祭
で
クバ
ザ
ー
ル
4
 

を
開
催
し
ま
す
。
必
要
な
い
人
か
ら
欲

し
い
人
（
、
ま
た
、
日
用
品

・
農
産
物

な
ど
を
格
安
で
提
供
し
ま
す
。
他
地
区

か
ら
の
出
品
も
受
け
付
け
ま
す
。
 

◇
申
し
込
み
締
め
切
り
 
1
0月
3
0日
岡
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前
回
に
引
き
続
き
東
京
ド
ー
ム
の
「活

彩
青
森
大
祭
典
」
に
出
展
す
る
市
の
参

加
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
地
場
産
業
振
興
プ
ラ
ザ
か

ら
は
、市
内
の
6
業
者
が
出
展
し
ま
す
。
 

今
回
、
参
加
す
る
園
ヤ
マ
ホ
・
竹
鼻
製

麺
所
 
竹
鼻
文
子
代
表
取
締
役
に
聞
き

ま
し
た
。
 

「東
京
ド

ー
ム
（
の
出
展
は
前
か
ら
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
で
な
く
五
所

川
原
の
P
R
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
物

産
プ
ラ
ザ
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

津
軽
を
県
外
の
人
に
伝
え
よ
う
と
仲

間
が
集
ま
り
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
首

都
圏
に
今
は
が
き
を
書
い
て
い
ま
す
。
 

少
し
で
も
多
く
の
人
が
集
ま
れ
ば
い
い

で
す
ね
」
と
気
持
ち
は
東
京
ド

ー
ム
に

向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
 

東京ドームへの抱負を語ってくれた竹鼻さん 

こ
の
ほ
か
、
毛
皮
の
ブ
ロ
ー
チ
や
毛

皮
の
ロ
ー
プ
タ
イ
な
ど
を
販
売
す
る
田

町
の
小
野
毛
皮
店
が
出
展
し
ま
す
。
皆

さ
ん
、
東
京
ド

ー
ム
で
は
ぜ
ひ
と
も
五

所
川
原
を
P
R
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

い
よ
い
よ
東
京
ド
‘
ム
 

準
備
順
識
麗
進
禄
 

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
ま
し
て
よ
う
や
く
東
京
ド
ー
ム
に
出
 

陣
す
る
た
め
の
立
侯
武
多
の
紙
張
り
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

今
後
は
、
色
つ
け
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
の
仕
上
げ
作
業
 

に
な
り
ま
す
。
 

興
味
の
あ
る
人
や
ね
ぷ
た
作
り
を
経
験
し
て
み
た
い
方
 

は
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

一
度
作
業
場
所
（
来
て
み
ま
せ
 

ん
か
。
 

◇
作
業
時
間
 
毎
日
9
時
か
ら
2
1時
ま
で
 

◇
作
業
場
所
 
旧
市
民
文
化
会
館
 
雪
（3
4)
2
8
2
4
 

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
車
の
方
は
ご
協
カ
く
だ
さ
い
。
 

子
ど
も
の
参
加
に
は
、
父
兄
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
お
問
い
合
わ
せ
 
商
工
観

光
課
 
内

線

3
9
2
 

今月の立候武多 其ノ十三 
東京ドーム出陣まであと50日 

一
 
，
‘

居
、
弔
‘
\
'
 
'
 +
'
+
y
、
，8
，
×
キ
さ
言
，,
"+
 

1
'
 
(

＋
ど
ー

ー
‘

，
 

 」
 

期
期
 

ミ
）
 

へ
べ一
 
4
，
 

ブ
．一
 

五所川原地場産業振興プラザ 

五所川原市の地場産業の

抱えている課題についての

情報提供、全国に展開でき

る地場産業の振興、雇用の

確保などを図るため平成 7 
年に設置されました。 

参 加 業 者一雄 i 	な特 fr.4'- ii 

（旬ャマホ・竹鼻製麺所 
（工業団地） 

賛珠そは、乾めんの
ほうれん草うどん 

園不二屋製菓（錦町） 虫おくり最中 

津 軽 浪 漫 舎（藻川） 津軽凧、津軽凧絵 

三好庵シュプレーム（本町） 繁盛りんごプチ 

福士豆腐店（下平井町） がんこ一徹とうふ 

下 山 豆 富 店（田町） 昔とうふ、昔手あげ 

11月2日（月）は 
市（県）民税 第3期

国民健康保険税第4期

の納期限です。 , 
'"4叫4つし4らし4っ”ーに4つc，ー‘二長をー 

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
 

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
 

を
し
な
い
。
 

子
供
に
は
、
 マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。
 

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
 

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。
 

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。
 

六 五 匹1 

,
 

,
 

火
の
用
心
 

県
下
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
 

1
0月
1
9日
か
ら
1
0月
2
5日
ま
で
 

統
一
標
語
 

『気
を
「
け
て
 
は
じ
め
は
す
べ
て
 

ち
い
さ
な
火
』
 

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
・
消
防
署

で
は
、
防
火
P
R
の
た
め
街
頭
パ
レ

ー
 

ド
を
実
施
し
ま
す
。
 

防
火
パ
レ
ー
ド
実
施
日
 

1
9日

9
時
5
1
2時

消
防
署
に
よ
る
 

2
0日

9
時
5
1
2時

消
防
団
に
よ
る
 

2
0日

1
0時
5
1
0時
4
0分
一

日
消
防

官

・
地
域
防
災
協
会
・
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
【
火
の
用
心
七
つ
の

ポ
イ
ン
ト
】
を
守
っ
て
防
火
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
 

、
i
~
s七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ー
i
ー
ー
 
J
 

一
 
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。
 

一
一
 寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
 

捨
て
を
し
な
い
。
 

一

三
 
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
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マ
イ
力
ー
占
（
検
教室
 

開
催
 

青
森
県
自
動
車
整
備
振
興
会
北
五
支
部
 

容
（
3
5)
4
3
9
6
 

●

1
0月
2
4日
出
 
1
3時
5
1
5時
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

正
面
玄
関
前
 

点
検
教
室
で
は
、
実
際
に
車
を
使
っ

た
点
検
の
実
施
方
法
や
い
ろ
い
ろ
な
ト

ラ
ブ
ル
の
対
処
法
を
勉
強
し
ま
す
。
ま

た
、
プ
ロ
の
整
備
士
が
無
料
で
点
検
を

行
ら
車
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
や
疑
問
、
相

談
に
も
お
応
え
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

※
受
講
さ
れ
た
方
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

テ
レ
カ
・
マ
イ
カ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

進
呈
し
ま
す
。
 

3
歳
に
な
っ
た
ら
幼
稚
園
へ

五
所
川
原
私
立
幼
稚
園
協
会
 

願
書
配
布
 
W
刃
1
5H

、
 

V
願
書
受
付
 
1
1月
2
日
5
 

⑨
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
へ
 

・

聖
心
幼
稚
園
 
（
末広
町
《
平
N
N
NN
)
 

・

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
（
元
町”
平
5
o
8
o)
 

・

富
士
幼
稚
園
（
み
どり
町
”
平
7
9
74
)
 

・

五
所
川
原
幼稚
園
（唐
笠
柳
”
平
5
1
59
 

イ
 

一第
一
回
と
っ

て
お
き
の
 

五
所
川
原
写
真
 

コ
ン
テ
ス
ト
 

五
所
川
原
郵

便
局
貯
金
課

公
（
3
4)
3
2
0
5
 

◇
募
集
の
テ
ー
マ
 
五
所
川
原
の
良
さ

を
再
発
見
す
る
市
内
の
名
所
、旧
跡
、
 

自
然
風
景
、
祭
り
な
ど
を
題
材
と
し

た
も
の
。
 

◇
応
募
の
規
定
 

①
応
募
作
品
の
サ
イ
ズ
は
2
L

（
ワ

イ
ド
可
）
に
限
り
ま
す
。
 

②
応
募
作
品
は
五
所
川
原
郵
便
局
貯

金
課
ま
で
持
参
。
 

③
未
発
表
の
も
の
で
今
後
発
表
予
定

の
な
い
も
の
。
 

④
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
問
い
ま
せ
ん
。
 

（組
写
真
不
可
）
 

⑤
応
募
点
数
は

一
人
5
点
以
内
。
 

⑥
応
募
作
品
に
応
募
票
を
貼
付
し
、
 

台
紙
、
パ
ネ
ル
に
貼
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
 

◇
募
集
締
め
切
り
  
1
2月
3
0日

◇
作
品
の
展
示
 
平
成
1
1年
1
月
1
8日
 

5
1
月
2
9日
 
五
所
川
原
郵
便
局

窓
ロ
ロ
ビ
ー
に
展
示
。
 

劇
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

あ
な
た
も
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
 

体
感
しま
せ
んか
 

モ
ダ

ン
フ
リ
ー
ク

ス
（
岩
谷
）
 

公
（3
5)
8
91
9
(1
1時
2
1
9時
）
 

0
2
0
(

0
2
5
)
 

 
7
57
0
 

劇
団
棲
の
音
で
は
、
来
年
ニ
月
「
ハ

ル
ニ
レ
と
と
も
に
ー
五
所
川
原
物
語

ー
 

完
結
編
」
の公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

不
擁
不
屈
編
、
文
化
編
と
い
ま
ま
で

一
一回
公
演
さ
れ
、
大
正
十
年
九
月
、
岩

木
川
改
修
工
事
起
工
式
の
日
に
生
ま
れ

た
主
人
公
と
そ
の
家
族
が
、
岩
木
川
の

は
ん
ら
ん
に
よ
る
大
水
に
悩
ま
さ
れ
た

り
、
悲
惨
な
戦
争
、
ニ
度
に
渡
る
大
火

を
乗
り
越
え
雑
草
の
ご
と
く
立
ち
上
が

っ
て
行
く
姿
を
表
現
し
今
回
で
三
部
作

の
完
結
編
と
な
る
も
の
で
す
。
 

公
演
に
向
け
て
演
じ
て
く
だ
さ
る
方

や
演
劇
に
興
味
の
あ
る
方
々
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
役
者
、
舞
台
美
術
、
音
響
、
 

照
明
な
ど
、
ど
の
分
野
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
参
加
し
た
い
方
は
、
次
の
日
程

で
練
習
し
て
い
ま
す
の
で
直
接
お
越
し

い
た
だ
く
か
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

◇
練
習
場
所
・
時
間
 
市
中
央
公
民
館
 

1
8時
3
0分
5
2
1時
 

◇
練
習
日
 
1
0月
1
9、
2
1日
 

1
1月
9

、
1
6、
1
8、
1
9、
2
5、
2
6日
 

赤
十
字
救
急
法
講
習
会
 

参
加
者
募
集
 

覚
え
ま
せ
ん
か
、
応
急
手
当
ー
 

日
本
赤
＋
字
社
青
森
県
支
部
 

公
 
0
1
7
7
(
2
2)
2
0
1
ー
 

F
AX
O
1
7
7
(
3
5)
3
5
0
2
 

●

1
1月
1
0日
因
5
1
1月
1
3日
岡
 

8
時
5
0分
5
1
6時
1
5分
 

市
民
体
育
館

（
栄
町合
3
46
1
2
1)
 

▽
募
集
人
員
 
先
着
4
0人
 

▽
受
講
料
無
料
、
1
6歳
以
上
、
心
身
と
 

も
健
康
な
男
女
 

▽
準
備
品
 
筆
記
用
具
、
昼
食
、
歯
み
 

が
き
用
具
、
上
履
き
持
参
 

第
3
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル

交
歓
大
会
参
加
者
募
集
 

大
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
オ
フ
ィ
ス

費
・F
A
×
（3
3)
2
4
8
5
 

0
2
0
(

6
0
)
  
5
5
5
01
 

●

1
1月
2
2日
同
 
南
小
体
育
館
 

◇
申
し
込
み
締
め
切
り
 
1
1月
6
日
岡
 

◇
組
別
 
女
子
の
部

（
女性
の
み
）
 

ト
リ
ム
の
部
（男
二
人
女
二
人
混
合
）
 

※
詳
し
く
は
大
会
事
務
局
（
 

ぎ
森
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
学
園
祭
「東
日
流
祭
」
 

学
務
課
、
東
日
流
祭
実
行
委

員
会
 

公
（
3
7)
3
2
0
ー
 

◇
学
園
祭
内
容
 
生
産
技
術
科

・
制
御

技
術
科
・
電
子
技
術
科
・
情
報
技
術
 

科
の
出
展
な
ど
。
 

×
 職

業
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
 

の
お
知
ら
せ
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

費
（3
7)
3
20
l
 
F
A
×
（翌

3
2
0
3
 

〇
コ
ー
ス
名
 
「
W
i
n
d
o
W
s
9
8
 

の
ハ
ー
ド
増
設
か
ら
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
 

ま
で
」
 

〇
1
0月
2
6日
、
2
7日
、
1
1月
2
日
、
9
 

日
の
4
日
間
 
1
8時
5
2
1時
 

〇
受
講
料
 
3
、
o
o
o
円
 

〇
募
集
定
員
 
1
0名
 

五
所
川
原
市

立
議
一
 

図
書
館
か
ら

あ
れ
こ
れ

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

●

1
0月
2
7日
因
5
1
1月
4
日
困
 

9
時
3
0分
5
1
6時
3
0分
（
3
0日
、
2
日
、
3
 

日
は
休
館
日）
 
図
書
館
で受
け
入
れ
な
か

っ
た
本
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
。
 

×
 

、
、
、
」
 

全国地域安全運動 
10月11日（日）~10月20日て火）" 
～みんなでつくろう 安心の街～ 

重 点 目 標 

☆ 盗難の防止 

☆ けん銃の根絶と暴力の追放

☆ 少年の非行防止と有害環境の浄化

五所川原地区暴力追放推進協議会

五 所 川 原 警 察 署

五所川 原地 区 防犯協 会 
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働
く
婦
人
の
家
生
活
講
座
 

受
講
生

募
集
 

市
働
く
婦
人
の

家
 

公
 
（
3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X
(
3
5)
8
9
5
3
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ソ
タ

ー
 

A
云
「
貝
講
羽
白A
云
 

◇
郷
土
料
理
教
室
ー
き
の
こ
お
こ
わ

ー
 

●
1
1月
1
4日
出
 
1
0時
5
1
2時
3
0分
 

・

講
師
 
高
橋
み
ちよ
 

◇
男
の
料
理
教
室
ー
 
の
睦見
纏
漬
けー

 

●

1
1月
1
9日
困
 
1
8時
3
0分
5
2
0時
3
0分
 

・

講
師
 
桜
庭
み
よ
 

⑨
両
立
支
援
セ
II
Iナ

ー
 

仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
に

ー
 

●

1
0月
2
7日
因
 
1
3時
5
1
5時
 

・

内
容
 
講
話
「い
「
も明
る
く
前
向き
に
」
 

ヒ
ア
ノ
教
室
主
宰
 
阿部
寿
子
先
生

絞
緊
表
「仕
事
末護
の
両立
富
ざ
し
て
」
 

働
く
婦
人
の
家
館
長
 
芦
田
ふ
み
急
 

・

主
催
 
2
1世
紀
職
業
財
団
 

◇
期
日
 
1
1月
5
日
困
 
9
時
5
1
4時

◇
内
容
 

平
成
1
0年度
 

除
排
雪
車
両
運
転
手
募
集
 

土
木
課
 
内
線

3
0
4
 

▽
募
集
人
員
 
3
4名
 

▽
運
転
経
験
年
数
及
び
年
齢
 

グ
レ
ー
ダ
ー
運
転
4
年
以
上
又
は
シ
 

ョ
ベ
ル
運
転
4
年
以
上
で
満
6
0歳
ま
 

で
 

▽
雇
用
期
間
 
1
2月
1
5日
5
平
成
1
1年
 

3
月
1
0日
 

▽
就
業
時
間
 
8
時
1
5分
5
1
7時
 

▽
休
憩
時
間
 
1
2時
5
1
3時
 

▽
賃
金
 
基
本
賃
金（
日額
）9

、o
o
o円
 

時
間
外
（1
時
間
当
た
り
）1

、4
o
6円
 

▽
賃
金
支
払
い
方
法
 

毎
月
1
0日
締
め
切
り
、
2
1日
支
払
い
 

▽
申
し
込
み
期
限
 
1
0月
3
0日
岡
 

採
用
者
に
は
1
1月
1
0日
ま
で
に
通
知
 

し
ま
す
。
 

主
月木
林県
最

低
任
貝
金
が
 

改
正

さ
れ

ま
し

た
 

青
森
市
労
働
基
準
局
賃
金
課
 

公

0
1
7
7

(3
4)
4
1
1
ー
 

最
低
賃
金
周
知
旬
間
 
1
1月
2
1日
5
釦
日
 

「子
ど
も
の
世
話
」
小
野智
栄
子
さ
ん
 
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

平
成
1
1年
度
 

「看
護

学
生

」
募

集
 

市
立
高
等
看
護
学
院

公
（
3
4)
2
7
1
5
 

台
風
な
ど

の
災
害
被
害

者

に
対
す
る
県
税
の
 

減
免
措
置
等
に

つ
い
て

五
所
川
原
県
税
事
務
所
 
台
（3
4)3
1
4
1
 

rmati⑥n 
わ
が
ま
ち
の
小
さ
な
た
び
 

ー
賛
珠
山
古
へ
の
た
び

ー
 

交
付
申
請
を
受
付
し
ま
す
 

軽
油
引
取
税
に
係
る
  
』
一
 

由
辰
業
月
危

踊
ル征
 
マ
 

農
業
用
免
税
証
 

時
間
額
 
5
9
0
円
 

商
工
観
光
課
 
内

線
3
9
2
 

占
来
よ
り
、
聖
地
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

き
た
楚
珠
山
の
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
て
 

・

見
学
場
所
 
松倉
神
社
、焚
珠
大
滝
、
 

胎
内
く
ぐ
り
、
陰
陽
石
、
発
珠
山
頂
 

（
七大
観
音
）
、原
子
郷
蔵
な
ど
 

・

日
時
 
1
0月
2
3日
圃
 
9
時
出
発
 

・

集
合
場
所
 
市
役
所
正
面
玄
関
前
 

・

対
象
者
 
ど
な
た
で
も
可
（山
登
り
 

の
で
き
る
履
物
、
服
装
で
参
加
）
 

先
着
3
0名
締
め
切
り
 

・

参
加
費
 
昼
食
代
5
0
0
円
 

（
当
日
徴収
）
 
 

松
橋
富
美
子
さ
ん
 

「子
ど
も
の
あ
そ
び
」
小川
千
恵
さ
ん
 

「親
子
の
き
ず
な
」
八木
橋
謙
一
さ
ん

◇
受
講
資
格
 
会
員
及
び
一
般
市
民
 

※
託
児
室
を
設
け
ま
す
の
で
必
要
な
方

は
前
も
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

す
べ
て
受
講
料
無
料
で
す
。
 
 

▽
募
集
人
員
 
4
0名
 

▽
修
業
年
限
 
3
年

（
た
だ
し
、第
3
 

学
年
は
臨
床
実
習
）
 

▽
入
学
資
格
 准
看
護
婦
（
士
）
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
 

①
免
許
取
得
後
、
3
年
以
上
看
護
業
務

に
従
事
し
た
人

（
平成
1
1年
3
月
で
 

3
年
を
含
む
。）
 

②
高
等
学
校
卒
業
者

（
平成
1
1年
3
月

卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）
 

③
高
等
学
校
衛
生看
護
科
卒
業
者
（
平

成
1
1年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含

む
。）
 

▽
願
書
受
付
期
間
 
1
2月
7
日
囲
5
1
5
 

日
因
 
当
日
消
印
有
効
 

▽
試
験
期
日
 
平
成
1
1年
1
月
2
7日
困

▽
試
験
科
目
 
国
語
、
英
語
、
看
護
学
、
 

面
接
 

第

2
8回
青
木
株
県
民
俗
 

芸
能
大
会
開

催
 

生
涯
学
習
課
 
内
線

5
5
5
 

▽
そ
の
他
 
料金
無
料
（
整理
券
無
し
）
 

座
席
自
由
席
の
み
 

災
害
に
よ
り
、
財
産
に
及
ぼ
し
た
損

害
が
非
常
に
大
き
く
、
そ
の
た
め
に
生

活
に
重
大
な
影
響
が
あ
「
た
場
合
に
は
、
 

被
害
の
状
況
に
応
じ
て
、
今
後
納
付
す

べ
き
県
税
を
減
免
す
る
制
度
や
、
県
税

を
一
時
に
納
付
若
し
く
は
納
入
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
県
税
の
納
税

を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
ロ
 

詳
し
く
は
、
県
税
事
務
所
（
。
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
間
税
課

費
 3
4一2
1
1
1
 内
線
2
0
6・
2
0
7
 

平
成
1
1年
に
使
用
す
る
農
業
用
免
税

証
の
交
付
申
請
を
次
に
よ
り
受
付
し
ま

す
。
 

◇
場
所
 
青
森
県
五
所
川
原
合
同
庁
舎
 

1
階
相
談
室

（
栄
町1
0)
 

◇
日
時
 
1
1月
1
2日
困
 

9
時
5
1
5時
ま
で
 

申
請
用
紙
は
、
県
税
事
務
所
、
各
農

協
及
び
石
油
製
品
の
販
売
店
に
あ
り
ま
 
卵

す
。
 

叫

※
農
協
、
販
売
店
な
ど
に
申
請
書
の
提
 
算

出
を
依
頼
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
の
受
 
斑

付
日
前
に
農
協
、
販
売
店
（
提
出
し
て
 
耳
 

く
だ
さ
い
。
 

7
 

チ
ェ
ッ
ク
よ
し
 
今
年
も
ク
リ
ア
ー
 

●
1
0月
2
5日
同
 
1
1時
開
場
、1
2時
開
演

最
低
賃
金
 
オ

ル
テ
ン
シ
ア
 

新
最
低
賃
金
は
、
1
0月
1
日
か
ら
効
 

▽
主
な
参
加
団
体
 
西
北
五
地
区
に
伝

力
が
発
生
し
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

承
さ
れ
る
民
俗
芸
能
、
五
戸
町
・
下

日
 
額
 

4
、
7
1
3
円
 
大
町
え

ん
ぶ
り
組
な
ど
 

五所川原市役所 容3521 11 



編麟か認 LS IM.Tc tsff 街に 
募集期間 

平成10年10月16日(~25日旧） 

●募集区画 30戸 
信頼とゆとりの一般分譲住宅で 

 

団地概要 
	

× 

 

申込資格 

   

         

 

●総計画面積／14. 5ha 

●総計画戸数／247戸 

●近隣教育施設／栄小学校徒歩 8分、五所川原第三
中学校徒歩15分 

●利 便施 設／工ルムの街ショッピングセンター 
徒歩5分、青森銀行徒歩 8分 

●施 	設／電気、水道、公共下水道、プロノ（ 
ンガス、道路幅員（6mヘョ7m) 

●用 途 地 域／第ー種低層住居専用
建ぺい率50%、容積率別％ 

●そ の 他／はるにれ住宅団地は地区計画の予

定 

 

■申込人が、建物引渡後ただちに入居でき
ること。 

■毎月の返済額の 5倍以上の月収があり、 
かつ返済見込が確実な方。 

■申込日現在の年齢が70歳未満であること 

■連帯保証人をたてられる方。〈助公庫住宅
融資保証協会利用の場合は除く。〉 

■日本国籍の方、又は外国人（永住許可を
受けている方・平成 3年法律第71条によ
る特別永住者）の方。 

  

お問い合わせ・受付場所 

   

      

          

   

パンフレットを用意しております。 

※五所川原市役所 建築住宅課 

午前 9時～午後4 時まで（月～金） 
TEL 0173(35)2111 内線330 

※青森県住宅供給公社 
青森市新町二丁目4 一 1（青森県共同ビ 
ル 8階） 
午前 9時～午後4 時まで 
TEL 0177(23) 1627 内線52・53 
分譲担当 

※現地案内所 

午前10時～午後3時まで 

   

ー般住宅金融公庫融資付 
現地案内所では説明及び申込

も受付しております。 

    

	ノ 

 

          

五所川原市役所 容35-2111 



~質1u.轟麟鋤瞬 
■主 催 五所川原ili文化振興会議 ■主会場 中央公民館 

容 35- 6056 
⑥日 程 

一に注、鳳」J 
．
・
 鳳

 
 
ーー誠面価駆， l “気誌登争霊”‘篇ご，浮「体 

	名 会 	縄毎‘ 
25 9 	: OQ-17 : 00 県下俳句大会 五所川 原 俳句会 3階大広間 

10~ 露 13 : 3O--17 : 00 日本舞踊発表会 綾 	扇 	会 ふるさと交流圏民センタ― 
」
、
（
 
●
・
  

、
“
 
ー
 
ー
 

 

異男Il馴「り嬰，り」IIIl引 

r畿 10 : 00-12 : 00 植物研究発表会 津 軽 植 物 の 会 2階視聴覚室 

」一
鵬
 

零零羅 

1 --3 

9: 00-17 : 00 菊 花 大 会 五所川 原晩香会 1階ロビ― 

900-17:00(1・2日） 

9:OQ---15:30 (3fl) 
盆 栽 展 示 会 五所川 原盆 栽会 1階ホール 

2 
10 	: 	QQ---11 	: 	00 民 謡 発 表 会 五所川原民謡二ュ一盛会 

1階ホ一ル 
13 】 QQ-14 : 00 詩 吟 発 表 会 五 所川 原 吟詠 会 

2・3 

曹叫，二 

10:00--17:00 (2H) 
10:O0--16:00 (3日) 

書 道 展 示 会 五所川 原 書道 会 2階第1会議室 

9 	: 00-16 : 00 盤 景 展 示 会 五所川 原紫操会 2階第2会議室 

9: 00---16 : 00 絵画 展 示会 五所川原チャ一チル会 2階廊下 

9 	: O0-16 : 30 作 品 展 示 会 市老人クラブ連合会 3階第1控室 

10 : 00-15 : 30 絵 画 展 示 会 光 	彩 	会 1階ホール 

9 	: 00-16 : 00 生け花展示会 華 	道 	池 	坊 2階工芸室 

9 	: 00-16. : 00 生け花展示会 華 道 遠 州 流 2階音楽室 

9 	: 	00--16 	: 	00 生け花展示会 華 道 小 原 流 2階第4会議室 

9: 00-16 : 00 生け花展示会 華 道 龍 生 派 2階第3会議室 

9 	: 00 :16 : 00 写 真展 示会 五所川原写真クラブ 2階サ一クル室 

9: 00-16:00 (2fl) 
9 : 00-15:00 (3fl) 

ちぎり絵展示会 和紙ちぎり絵しゆんこう 2階廊下 

9 : 00-16 : 00 短 歌展 示会 ア ス ナ ロ 短歌会 3階第2控室 

3 

10 : 00-15 : 00 市 民 茶 会 茶 道 裏 千 家 3階大広間 

10 : 00-15 : 00 市 民 茶 会 茶 道 遠 州 流 3階大広間 

9 	: 30-lU : 00 謡 曲 大 会 五所川 原宝生 会 

1階ホール 

10 : 00-il 	: 00 尺 八 発 表 会 竹 	志 	会 

11 	: QQ-12 : 00 筆曲発表会 松 	葉 	会 

13 : 00-14 : 00 津軽三味線発表会 津軽三味線滝栄会 

14 : 00--15 : 00 民 謡発 表 会 五所川原民謡協会 

5 	
舞」「’ 

13 : 00--16 : 00 市内文化碑巡り 五所川原市文化振興会議 中央公民館前（13：叩出発） 

22 喜: 9 	: 	QQ---18 : 	00 県下短歌大会 五所川 原 短歌会 3階大広間 

平成10年度「みんなの教室」展示発 
	

中央公民館公35-6O56 

◇日 時 ll月 11日（水） 16時～21時 ・ l2日（木） 9 時～15時
◇場 所 中央公民館（ロビー・大ホール） 

◇教室名 スポーツ・生け花・茶道・書道・着付け・盆栽・日本舞踊・パッチワーク 

英語・中国語・手編み・茶花・刻字・囲碁 

※詳しくは市広報11月 1 日号（回覧）でお知らせします。 
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五所川原市役所 公35-2111 

◇
◇
 

日
 
場
 

時
 
所
 

12 日（木） 9 時～15時 



庫
‘
」
穀
 目
 
火火
 

g
 
Eβ
 木
I
一
」ロ
 

はつらつ女性課内線234・236 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

ー
各
地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談

ー
 

●

1
1月
5
日
困
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

浅
井
公
民
館
 

●

1
1月
5
日
困
 
1
0時
9
9刀
5
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

●

1
1月
6
日
囲
 
1
0時
5
1
1時
3
0分
 
 

田
川
集
会
所
 

●

1
1月
9
日
同
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

稲
実
集
会
所
 

●

1
1月
9
日
同
 
1
1時
5
1
2時
3
0分

藻
川
消
防
セ
ン
タ

l
 

●

1
1月
9
日
同
 
1
1時
5
1
3時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
七
和
 

●

1
1月
9
日
同
 
1
3時

、
1
4時
3
0分

松
野
木
会
館
 

●
1
1月
9
日
回
 
1
3時
5
1
5時

新
宮
集
会
所
 

撃
く
す
く
健
診』
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分
5
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分
5
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
4
カ
月
健
診
で
は
、
神
経
 
 

4
1
牙
細
胞
腫
検
査
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
は
「
 

ら
「
女
性
課
窓
ロ
ま
で
も
ら
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。
 

一
す
こ
や
か
 

一
 
発

達
相
談
 

●

1
1月
4
日
困
・
1
1月
1
8日
困
 

1
0時
5
1
2時
・
1
3時
5
1
5時

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
1
1月
1
8日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養
（
離
乳
食
等
）
相
談

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
に
て
受
付

し
て
い
ま
す
U
 

妊
婦

さ
ん
太
集

合
 

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
 

マ
タ
ニ
テ
ィ教
室
 

●

1
1月
6
日
岡
 
1
0時
3
0分
5
1
3時

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
対
象
 
妊
婦
さ
ん
及
び
家
族
の
方

◇
内
容
 

・

「安
産
の
食
事
に
つ
い
て
」
 

講
師
 
市
働
く
婦
人
の
家
 

芦
田
ふ
み
え
館
長
 

・

マ
タ
ニ
テ
ィ
バ
イ
キ
ン
グ
試
食
会
 

◇
定
員
 
3
0名
 
（料
金
無
料
）
 

◇
申
し
込
み
締
め
切
り
 
1
0月
3
0日
岡
 

1
 レ

テ
ィ
ー
ス
健
診
の
 

」
 

お
知
ら

せ
」
 

●

1
1月
1
8日
困
・
1
9日
困
・
2
0日
岡
に

実
施
し
ま
す
。
申
し
込
み
の
あ
っ
た

方
に
は
後
日
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
 

◇
受
付
時
間
 
8
時
3
0分
5
1
0時
 

◇
実
施
場
所
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

体
験
L
て
み
ま
せ
ん
か
 

ウ
ォ
ー
ク
スイ
ミ
ング
 

ー
水
中
運
動
で
 

楽
し
い
健
康
づ
く
り
5
 

水
の
中
を
歩
く
、
水
の
中
で
体
を
動

か
す
こ
と
を
主
体
と
し
た
教
室
で
す
。
 

●

1
1月
9
日
同
 
9
時
5
1
2時
 

サ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
 

五
所
川
原
 

◇
対
象
者
 

過
去
一
年
以
内
に
健
診
を
受
け
た
方

で
運
動
し
て
み
た
い
方
、
ま
た
水
中

運
動
に
興
味
の
あ
る
方
。
 

◇
内
容
 

・

ウ
オ

ー
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
体
験
 

・

グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
「
自
分
に
あ
っ
た
 

運
動
と
健
康
づ
く
り
」
等
 

◇
定
員
 
3
0名
（
参
加
費
無
料
）
 

◇
申
し
込
み
締
め
切
り
 
1
0月
3
0日
圃
 

※
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
そ
の
他
 
 

血
圧
等
病
気
療
養
中
の
方
は
、
主
治
 
0
 

医
に
相
談
の
上
申
し
込
み
く
だ
さ
い
o
1
 

『
献
血
の
こ
案
内
孟
 

●

1
0月
2
7日
因
 
1
0時
5
1
6時

東
芝
メ
デ
ィ
ア
機
器
前
 

●

1
1月
5
日
困
 
1
0時
5
1
0時
4
0分
 

N
c
ア
パ
レ
ル
藻
川
工
場
前
 

●

1
1月
5
日
困
 
1
1時
5
1
1時
3
0分

消
防
セ
ン
タ
ー
前
 

●

1
1月
5
日
困
 
1
3時
5
1
6時

五
所
川
原
保
健
所
前
 

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

十
月
中
に
結
婚
し
た

カ
ッ
プ
ル
 

誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
に
 

記
念

品

贈
呈

簡
易
保
険
は
、
十
月
が
創
業
月
と
な

っ
て
い
ま
す
。
郵
便
局
で
は
、お
客
様
 

（
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
記
念
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
実
施
中
で
す
。
対
象
は
、
十
月

中
に
「結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
」
又
は
「誕

生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
」
で
記
念
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。
 

◇
申
し
込
み
締
め
切
り
 

1
0月
3
1日
印
ま
で
 

◇
記
念
品
 

・

結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
 

「
一輪
挿
し
＆
フ
オ
トフ
レ

ー
ム
セ
ッ
ト
」
 

・

誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
 

「ア
ル
バ
ム
」
 

※
応
募
方
法
、そ
の
他
詳
しく
は
、
最
 

寄
り
の
郵
便
局
又
は
セ
ー
ル
ス
パ

ー
 

ソ
ン
（
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

対象児 期 	日 

4 カ月児 

健 	診 

平成10年 

6月生まれ 
11月10日因 

1
6
健
 
カ
 
月
 
歳
児

診
 

平成 9年 

5月生まれ 
11月24日因 

歳
  

3健
 
児

診
 

平成 7 年 

7月生まれ 
11月26日困 

二 土 ノIノ 
g 
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” あなたも 

作ってみませんか 

No.34 

フーーマ 

健康に良い食生活

をするために．ノ 

五所」~源市食生活改善推進員会 

‘がいもぐほうれん鄭ニョッキI 
材 料（4人分） 

じゃがいも 400 g 

	

バ、f小麦粉 	30 g 
⑤1品＝1/J ーt卵黄 	1個分 

	

小麦粉 	20 g 
⑧・スキムミルク 80g 

	

、スープ 	2カップ 
ほうれん草 V2束 

	

玉ねぎ 	1/2個 

	

しめじ 	V2ノ（ック 
マーガリン 大さじ1 

可与 一 小さじ4/5 
→ノ tこしょう 	少々 

パルメザンチーズ 
大さじ1と1/3 

Na6 

笑いの絶えない 
明るい家族経営を目指す 

家族全員がお互いの立場を尊重し、各自が

やりがいをもって能力が十分発揮できる、そ

んな農業を模索し、今年3月に家族経営協定

を結んだ小笠原長生さんを紹介します。 

家族経営協定を結んだのは？ 

禾l、と妻のふじ江、それに息子夫婦の崇人と

綾子の4人で協定を結びました。各自に給料

を払うことや明確な役割分担、休日などを決

めていまーす。ただ自烈誹目手ですから、イ木日な

どはうまく取れノないときもありますけど。 

協定を結んだメ1.-iットは何です力、 

みんなが責任を持てたことですね。それに

よってやる気がおきるし、 またやらなきゃい

けなくもなる。私個人では負担も減ってル、ま

す。息子夫婦も以前と比べて、進Aプで仕事を

やるようになってくれました。 

当然、作業効率も作物の質も上がりますよ。 

―これで後継者も確保されましたね 

息、子プミ婦にとっても、 このやり方はあってー 

いるようですね。協定書の内容も息子夫婦の

意見を取り入れていますし、将来の経営委譲

の項目もあります。対等に向かい合う農業、 

収益も公平に分配する環境づく りがあって若

い人は初めて農業に入ってくれるのじゃない

て了しょうか。 

小笠原さんにとって農業の魅力とは 

妻は」I又穫する喜び、 自分で物を作り上げる

ことが魅力と言っています。私は、 自分で決

められる自由でしょうか。けれど家族経営は

契糸勺に基づく労働提供と報酬、そして家族間

の話し合いが命です。 これからは家族で決め

る自由ということになるのかな。 

このコーナーでは、市内で農業に従事され

ている方々にスポッ トを当てて、厳しい状況
下にあると言われる今の農業をI応援します。 

ニョッキとはイタリ

ア料理の小麦粉を用い

た団子のこと。茄でた

じゃがいもと小麦粉を

混ぜて、団子にしてみ

ました。 

ほうれん草を使った

この一品で、成人が1 

日に必要なカルシウム

の約半分を取ることが

出来ます。 

『 〈作り方〉 

「 ①じゃがいもは丸こと苑で、熱いうちに皮をむい

てつぶし、④を入れ、耳たぶくらいのかたさに

こねる。 1口大に丸め、たっぷりの湯で苑でて

水気を切る。 

~ ②⑧でホワイトソースを作る。 

「 ③ほうれん草は苑でて適当な長さに切る。 

~ ④玉ねぎを薄切りにして妙め、②と③を入れ、⑥ 

i で調味する。器に盛ったニョッキにかけ、パル 

~ メザンチーズを振る。 

撫ミ1ぽ露I暑 

月1日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

10/18 日
  

三上眼科医院 五開り原市字旭町59 35-2577 

10/25 口
H
  

桂整形外科医院 五開廿原市字弥生町16-1 34-3737 

※注 1．対応時間（電話で確認してから） 

9:OO---17.:QO. 

2．その他、消防署（救急病院案内 B34-4999) 

で紹介します。 

小
笠

原
 
長
生
さ
ん
 

（市
内
鶴
ケ
岡
）
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■期間/10月31日出'11月1日同■場所伍所川原市民体育館 

 

し 
r 血轟 ih 

新鮮野菜・くだものとれたて市 
（地元の新鮮なものをお安く即売） 

健康づくりコーナー 
（骨粗しょう症にならないために） 
（力ルシウムのたっノSミレ J入ったクッキーの 
試食あり。） 

農産加工品即売コーナー 
（無添加、無着色のものしかない。） 

森林と親しむコーナー 
（ヒバの香りの木工品の展示即売） 

加マーケソト 
（生活良品をあなたに） 

西北五物産観光展 

（西北五の旨いもの市） 

「つがる口マン」コーナー 

津軽虫おくり人形展 
（先着10名様無料製作体験） 
(2日間で20名） 

営農相談コーナー 
（困ったことがあったら何でも相談して 

ください。） 

五所川原牛肉販売 

■主 催／こしょがわら産業まつり運営委員会 

■問い合わせ先 五所川原市役所農政課（内線353) 

第5回こしょがわら菊まつり 
■主 催／ごしょがわら菊まつり実行委員会：:i::：甘： 
■間い合わせ先／五所川原市役所商工観光課（内線392) 
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